
けになっているのではなく、虚心になって周
囲に耳を澄ませ、五感を使って環境を受け止
める行為のきっかけとしてマークがあります。
　設置から早くも約₄年の月日が流れようと
していますが、この期間に名古屋市科学館の
改修工事とリニューアル・オープン、白川公
園の北東部にある児童公園の土壌および植樹
の整備工事があり、《点音in白川公園》は視覚
的にも、聴覚的にも少なからず影響を受けま
した。「あゆみ展」で作品を設置する前から科
学館の工事は行われており、児童公園も工事
が予定されていることが分かっていましたが、
残念ながら《点音in白川公園》は設置当初の姿
を完全には留めていません。ここで点音マー
クの設置方法について説明すると、いずれも

型を用いたペイントとコンクリート・プレー
トの₂つの方法があります。場所に合わせて
使い分けているのですが、ペイントは風雨に
よる磨耗などで次第に確認することが難しく
なっています。このことは作家も美術館もあ
らかじめ分かっていたことです。公園北東か
らの通路の入口付近にあるマンホールの蓋に
ペイントされていたマークは蓋の交換にとも
なってなくなり、2012年₁〜₃月に行われた
児童公園の土壌整備によって、樹木の根元に
埋め置かれていたコンクリート・プレートに
よるマーク₁つも撤去されました。これらは
現在確認することができませんが、設置の目
安とした樹木やマンホールの位置そのものは
変わらずにあるため、記録写真やマップを参

　この欄を私が前回担当したときに取り上げ
たドキュメンタリー映画｢ハーブ＆ドロシー｣

（佐々木芽生監督、2008年）の主人公ヴォーゲ
ル夫妻の夫君ハーバート・ヴォーゲルさんが、
先の₇月22日に89歳でお亡くなりになりまし
た。続編の公開が待たれていましたので、残
念な訃報です。ご冥福をお祈りします。
　₈月上旬に名古屋であったホテルを会場と
するアートフェアの来場者用休憩室で、｢ハー

ブ＆ドロシー｣がモニター上映されていまし
た。休憩中のみなさんが熱心に画面をご覧に
なっていて、その意外さに驚いたのですが、
その様子を見ていて、「あなたもヴォーゲル
夫妻に倣って良きコレクターになりましょ
う。それには、ここでたくさん作品を買うこ
とですよ」と、主催者に啓発されているよう
な感覚に陥りました。よくしたものです。
　よくしたものと言えば、自宅近くの住宅展
示場で「名画と暮らす」と銘打ってフェルメー
ルの複製画展示会が開かれていました。モデ
ルハウスにフェルメールの複製画を展示し
て、集客アップをはかる企画だったのですが、

この催事、フェルメールの真作が目玉作品に
なっている展覧会とのタイアップ企画でし
た。展覧会の広告も兼ねていて、私にとって
は二度びっくりでした。近頃では、展覧会の
広報もあの手この手といろいろと考えられて
いて、知恵の絞りあいのようになっています
が、住宅展示場はテレビ会社が経営している
ものが多いので、手持ち媒体の有効活用にも
なっているわけです。上手く考えたものです。
　フェルメールの複製画が飾られたモデルハ
ウスを見て、思ったのは、アートフェアを住宅
展示場で開くこと。画廊で作品を見て気に
入っても、自宅でどのように展示して良いか分

からない。そういう声もあって、居住空間に近
いホテルの客室に作品を展示して、お客様に見
ていただくことにした。ホテルでアートフェア
が開かれるようになったきっかけのひとつに、
こういうこともあったと聞いています。なら
ば、居住空間そのもののモデルハウスに本物の
作品を展示する方が、より具体的で効果的です。
　襖絵や屏風、掛軸など、和風建築にはそれに
適合した美術作品の形式がありました。住宅
の様式が変わってしまった今日、暮らしに根
ざした美術作品が生まれてくるためにも、こ
ういう試みがあっても良いように思います。
皆様はどのように思われるでしょうか。（み。）

　開館20周年を記念して2009年₂月〜₃月に
かけて開催された特別展「名古屋市美術館20
年のあゆみ」（以下「あゆみ展」と記す）では、
関連事業「ロケーション」の一環として白川公
園内にサウンド・アーティスト鈴木昭男（1941
−　　）の作品《点音in白川公園》が設置され、
来館者が自由に参加する機会を提供するとと
もに、作家本人によるワークショップなどを
開催しました。このことはアートペーパー83
号（2010年春号）でも紹介済みですが、2009年

度、作家からの寄贈により名古屋市美術館の
敷地内にある作品の一部が正式に当館の所蔵
となりました。
　《点音》と書いて「おとだて」と読ませるこの
作品は、耳を澄ませる体験をさせるための仕
掛けとして足形と耳の形の両方をあわせ持つ
マークを白川公園内の₉ヶ所に設置したもの
です。鑑賞者はマークの示す場所と方向に合
わせて足を置き、そこでしばし耳を澄ませま
す。マークの上に乗ると音が出るような仕掛

過ぎ去って気がつく ❸　
美術評論家　中村 英樹

　これほど長い年月が流れても、あの頃の
考えの根本は変わっていない。最近、私は
つくづくそう思った。1972年₆月発行の小
冊 子「び ぞ ん 通 信」No.18に 拙 稿「P． ブ
リューゲル・ノート（Ⅰ）」が載っている。
この小冊子は、1959年設立の「美術文化史
研究会」（名古屋市瑞穂区）の会報で、歴史・
考古・民俗・文学・自然科学など広い分野
からの寄稿が目につく。拙稿は₄回に及び、
最終回の掲載は、No.23（1973年₂月）である。
　あれからちょうど40年、私は、2012年11
月埼玉県立近代美術館で開催されたある展
覧会の図録に「生身の自分に返る美術」とい
う一文を寄せ、次のように書いた。「私は、
自分の身辺に迫る〈ミクロな視点〉と、超遠
距離から自分の姿を眺める〈マクロな視点〉
の大切さをピーテル・ブリューゲル（父）の
絵から学んだ。16世紀ヨーロッパの宗教戦
争の大混乱時代を生き抜いた画家が21世紀
に投げかけるメッセージに耳を傾けたい」。
　それ以前の「第₄回 福岡アジア美術トリ
エンナーレ2009」（福岡アジア美術館）図録
の拙稿「両立するミクロとマクロの視点」に

おいては、こう述べた。ブリューゲル（父）
《バベルの塔》（1563年、ウィーン美術史美
術館）は、「伝説上の巨大なバベルの塔全体
を超遠距離の視点に立って画面いっぱいに
描くとともに、･･･遠くからではわからな
かったそれぞれの局所的な光景」を信じら
れないほどの精密さで浮かび上がらせる。
　このような絵の見方は、明らかに「びぞん
通信」での分析に端を発し、その後、少しずつ
深められた。私は、今、それをさらに突きつめ
ようとしている。論稿「目と手が育む精神」
の「第三章−目に潜む意外な力−」（雑誌『思
想』2012年12月号、岩波書店）では、「ミクロ
な視点とマクロな視点の両立」によって「極
小の自分を超遠距離から眺める」ブリューゲ
ル（父）が、21世紀の精神構造に理論的根拠
をもたらす重要な画家として登場する（＊）。
　私の原点には、確かに「美術文化史研究
会」が潜む。そのリーダーの一人は名古屋大
学医学部に勤めていた。研究室で人体解剖
の標本を見せられ、人の死を直視させられ
たこともある。実は、私は、祖父が働いて
いた名大付属病院で生まれた。そこにも私
の原点がある。私事はともかく、異なった分
野を突き合わせながら地道な活動を積み上
げてきたこの研究会は、名古屋にとって貴
重だった。今はなきその存在が惜しまれる。
　＊「目と手が育む精神」第一章・第二章は、『思想』
　　（2012年₇・₉月号）参照。
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◀▲「おと探検隊」実施風景

▲かつてペイントされていた点音ポイント
◀今はコンクリート・プレートに替わっている



　前回のこの欄で「海外の美術館では滅多に
柵を見かけない」と書きましたが、実はその
後間もなく訪れたルーヴル美術館の展示室で
ロープ状の柵が置かれているのを目撃しまし
た。しかも特別展ではなく常設展の展示室。
ロープ状の簡素なものなので、あまり威圧感
はなく、「近づくな！」という警告感も希薄で
したが、しかしルーヴルにも柵が置かれるよ
うになったのか、としばし感慨にふけりまし
た。前回ルーヴルを訪問したのは数年前です
が、確かその折にはこのような柵は無かった
と記憶しています。無かった柵が置かれるよ
うになったということは、柵が無いと不安に
感じるような事態がしばしば出現したという
ことでしょう。
　統計によると2011年のルーヴル美術館の入
館者数は何と888万人！　1日あたり平均₃
万人近い入館者があるという計算になりま
す。もちろん世界でダントツのトップ。ちな
みに第二位はニューヨークのメトロポリタン
美術館で年間約600万人ですから、いかにルー
ヴルの集客力が凄いかが分かります。しかも
前年と前々年は約850万人で、2011年になっ
て40万人近く増えています。世界的な不況も
何のそのという、圧倒的なブランド力を誇っ
ているわけですが、これだけ大勢の来館者が
世界中から日々押しかければ、当然作品に対

する危険も増大するわけで、それまで無かっ
た柵が置かれるようになるのもやむを得ずと
いう判断なのでしょう。
　美術館にとってはうれしいような困ったよ
うな事態ということなのでしょうが、ひょっ
とすると柵を置くようになったのは単なる入
館者増だけが理由ではないかもしれません。
というのは、気のせいかもしれませんが、以
前に比べると展示室内の警備員の数が少なく
なったように感じられるのです。つまり、作
品を監視する人間を減らした分を柵で補った
というわけです。このような推測をするのは
まんざら根拠が無いわけでもありません。ま
だ数は少ないものの、絵画作品でガラスやア
クリルをはめたものが次第に増えてきている
のですが、これも警備員の減少と関係してい
ると思われるからです。近年は光の反射や映
り込みを抑えた特殊なガラスが開発されてい
るとはいうものの、やはりガラス越しに見る
作品は絵の具の質感など微妙な表現を十分に
味わえないもどかしさがあります。鑑賞をあ
る程度犠牲にしてでもガラスをはめるという
ことは、警備に必要な人件費を少しでも抑え
るという目的があるからに違いありません。
実はこれはルーヴルだけでなく、ヨーロッパ
各地の美術館に広がりつつある傾向で、久し
ぶりに訪れた美術館で、「おや？」と首をかし
げることが一度や二度ではありません。日本
ほどに露骨な形ではないにせよ、この長期的
な経済低迷のもとで、やはり美術館の置かれ
ている立場はいずこも厳しさを増しつつある
のだ。そんな当たり前の事実を、展示方法の
僅かな変化が教えてくれます。（F）
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作品の運搬と展示�

名古屋市美術館開館25周年記念

上村松園展
2013年₄月20日㈯〜₆月₂日㈰ 

　上村松園は、横山大観や東山魁夷らととも
に、いま最も人気の高い日本画家の一人と
いってよいでしょう。2010年には東京国立近
代美術館と京都国立近代美術館で、決定版と
もいえる「上村松園展」が開催されました。そ
のときの来場者数は東京で約16万人、京都で

約13万人で、ともに会期は約₆週間でした。
ときどき美術館の企画で、来館者の投票によ
る「所蔵品人気ランキング」が発表されること
がありますが、松園の作品を所蔵する美術館
では、ほぼまちがいなくその名前を上位で目
にします。最近では東京国立近代美術館が「み
んなの東近美 作品人気投票」を実施し、やは
り上村松園の《母子》が日本画部門の₁位に
なっていました。市場でも、日本画の値段が
軒並み下がっているなかで、松園の作品だけ
はずっと下がらないままだと聞きます。
 人気が高い、ということはそれだけ所蔵者
も作品を大切に扱い、また美術館では自分の
館での公開の頻度が高くなることから、他の

施設への作品貸出は控えざるをえなくなりま
す。しかし、今回の松園展が開館25周年を記
念する展覧会であり、東海圏では2004年の三
重県立美術館での「上村松園展」以来、ひさび
さの公立美術館での回顧展になるということ
から、所蔵者の皆様からは大変なご厚意をい
ただいて、80点を超える作品を展示すること
ができそうです。松園の代表作である《序の
舞》や《焔》は、作品保全の必要性から、残念
ながら今回は出品がかないませんが、奈良ホ
テル所蔵の《花嫁》や足立美術館所蔵の《楠公
夫人》、さらには飛騨高山の光記念館の所蔵
となる新発見の《紫式部図》など、隠れた名品
がいくつもお目見えする予定です。（nori）

ポジション2012
名古屋発現代美術－この場所から見る世界

　「ポジション2012　名古屋発現代美術−こ
の場所から見る世界」（会期：2012年₆月₂日

［土］〜₇月16日［月・祝］）では、この地方で
活躍する10名の作家たちが思い思いの作品を
展示しました。展覧会のサブタイトル「この
場所から見る世界」は、名古屋という場所に
立って外の世界をじっと見ている彼らの視点
に着目して付けたものです。どこか内省的な
印象を与える彼らの作品ですが、それらが時
には、却って遠い世界を表現していたりもし
ます。作家さんたちは若手が多く、会期中の
美術館はフレッシュな空気に包まれました
が、感想ノートにも若い方たちが沢山の感想
をお寄せくださったようです。

「いつもギャラリーで拝見する作家さんの作
品をこうして美術館で見られるというのは新
鮮な心持でした。ハコがちがえば、何だか見
え方もちがうような気がして、それは良いこ
となのか良くないことなのか・・・おもしろ
い企画だと思います。勉強になりました。あ
りがとうございました。」（愛知　23　女性）

　この方の感想にあるように、作家さんたち

は、しばしばギャラリーで展示していますの
で、現代美術を見るには、まずギャラリーに
行ってみるのがお勧めです。でも、ギャラリー
はなかなか敷居が高くて、という方も多いか
もしれません。美術館での展示は、多くの人
に見ていただける機会という意味では貴重な
ものだと思います。感想に「ハコがちがえば、
なんだか見え方もちがうような気がして」と
も記していただきましたが、そういった、ギャ
ラリーでの展示と美術館での展示の違いと
いったものも体験していただくと楽しいので
はないかと思います。

「感銘を受けたとしか言いようがない気持ち。
すさまじい刺激を体験した。」

　この感想を読むと、そこまで感じ取った方
がいらっしゃったのかと、やや驚いたりもし
ます。もちろん、「すさまじい刺激」ばかりが
芸術体験ではなく、一人ひとりの感性やこれ
までに芸術作品を見た経験、その日の気分な
どによって、作品の受け止め方は違ってくる
ものです。
　ノートにはそれぞれの作家さんへのコメン
トも沢山お寄せいただきました。皆さん、自
分のお気に入りの作品を見つけていただいた
ようでした。この展覧会は、入場者数の多い
展覧会ではありませんでしたが、感想ノート
を拝見すると、来場していただいた方がそれ
ぞれに作品や作家とのコミュニケーションを
楽しんでいるのを感じました。（akko）

照すれば、おおよその場所と方向を特定し、
追体験することができます。
　当館は《点音in白川公園》のうち美術館の敷
地内にある₃ヶ所を「名古屋市美術館パート」
として所蔵しましたが、収蔵にあたりペイン
トだったものをコンクリート・プレートに替
えました。この作品はマーキングされた場所
の環境と密接に関わっていますが、時の流れ
とともに作品が設置当初の姿を失っていくの
は明らかでした。環境を含めて変化が起こり
にくい美術館の敷地内のポイントを所蔵する
ことで、一部ではあるもののこの作品を保存
しようとしたのです。
　そもそも美術館が作品を収蔵し保存・管理
するのは、温湿度や光など刺激を与える要素
を必要最小限に抑えることで、現実的には不
可避である劣化のスピードを少しでも緩やか
にして、鑑賞可能な状態を出来る限り長く維
持するためという考えが根底にあります。人
間は祖先がたどってきた道のり（歴史）を確か
めたり推測したりする根拠として、残された
モノ（資料・史料）を頼りにしています。特に
美術作品は、版画・写真や鋳造彫刻など一部
の例外を除いて、世界にたった一つしか存在
しない場合が多いことから、現存するものを
守り後世に残そうとする意識が強く働く傾向
にあります。しかし現代では完成当初の形を
留めることにこだわらない、物理的・化学的
に変化していくことも含めて作品であるとい
う考え方をする作家も少なからずいます。ま
た作品は必ずしも資料庫に入れられるものと
も限りません。形を失う可能性のある作品と、
どう折り合いをつけ見守り続けていくかは、
美術館だけでなく文化財に関わる人々にとっ
て大きな課題の一つなのです。
　さて当館の話に戻って、《点音in白川公園》
をどのように守っていくか、一学芸員として
考えた私の答えは「できるだけ多くの来館者

が作家の制作意図を理解し、作品を利用して
実際に耳を澄ませる体験をし、それによって
得た気づきから考え方を広げたり深めたり、
新たな発見を得たりする機会を提供する」こ
とでした。館としては、設置当初の形を残す
ことも大切ではあるのですが、この作品を通
じて作家が伝えたいのは、視覚偏重の世の中
にあって、耳を済ませることを介して世界を
感じ取ることの面白さや重要性、 “聞く”とい
う行為の持つ可能性に気づくことではないか
と考えたからです。それは活字や音声、映像
による記録メディアによって十分に伝えられ
る類のものではなく、鑑賞者一人ひとりが体
験して気づくことにこそ意味があることのよ
うに感じました。私は「あゆみ展」サブ担当と
してワークショップや講演会を通じて鈴木昭
男というアーティストの考えに触れるほか、
くり返し《点音in白川公園》を体験し、書物な
どを頼りに環境や音に対する考え方を深めな
がら「“おと”探検隊」という家族向けワーク
ショップを企画し、作家の了解を得て、2010
年度から「キッズの日」のメニューに加えまし
た。今年度までに年に₂回のペースで継続的
に実施しています。
　「“おと”探検隊」は、《点音in白川公園》の体
験と、音に対する考え方の拡大を目的として
おり、学芸員と美術館ボランティアは参加者
の体験をサポートする役割を担います。まず
は参加者とスタッフ全員で、普段の会話で使
われる言葉の点検・整理を行うところから始
めます。例えば「音と音楽と雑音、₃つの言葉
をどのように使い分ける？」「その基準を決め
ているのは誰？」などの問いを投げかけます。
生活の中で特に意識せず過ごしてきたことを
唐突に尋ねられ、参加者は困惑した表情を見せ
ます。親子や兄弟姉妹の間で起こるひそひそ
話も大切な時間として様子を見守っていると、
実は音を聞いて感じたことを基準に区別をし

ているのは他でもない自分だと気づきます。
自分というものは一人ひとり違うので、誰か
が心地よいと思う音であっても、別の誰かに
は雑音にしか感じないことも起こり得ます。
その逆もまた…ということが徐々に理解でき
ると、参加者は当たり前に接してきた音を未
知の不思議な存在として意識しはじめます。
何となく分かったつもりでいたのが、実はよ
く分かっていなかったことに気づくのです。
　他にもいくつかの禅問答のようなやり取り
を通して、見えないけれど確かに存在するも
のに意識を向け、想像を広げる練習をしたと
ころで、いよいよ《点音in白川公園》の体験で
す。マップを配り、《点音》の説明をした後は
家族単位での行動としますが、全てのポイン
トを制覇することよりも、ゆったりと耳を澄
ませる時間を大切にして欲しいと伝えていま
す。いつどんな音が耳に届くのか、じわじわ
と少しずつ聞き取れるようになるのか、各自
の感覚はその人にしか分かりません。季節や
天気、時間帯によっても音の響き方や聞こえ
方は微妙に異なります。その日、その場にた
たずんで耳を澄ませた時に受け止めたものと
の「一期一会」に集中することを《点音》体験で
は大切にしています。ちなみに参加者には、
当日天気が悪くても小雨であれば傘をさすか
レインコートを着た状態でワークショップを
実施する、と伝えています。「雨が降ってい
るという状況も、さまざまな環境のうちの一
つと捉えて耳を澄ませばいい」という考えに
拠るものです。体験から₁時間後、再び全員
で集まり、各ポイントでの体験はもちろん、
視覚や嗅覚、触覚など全身を使って受け止め
たことを報告し合い、それぞれの発見や気づ
きを共有します。「また白川公園を訪れる機
会があれば、そのときの季節、天候、時間帯、
今日とのちがいなども気に留めながら《点音》
を体験してください」と呼びかけて、プログ
ラムは終了となります。
　「“おと”探検隊」ワークショップは、切り口と
して音を提示してはいますが、音だけに重点を

置いているわけではありません。普段の生活の
なかで無意識に接しているものに改めて意識
を向けることを意図しており、環境もその一つ
です。実際、学芸員、美術館ボランティア、来館
者、さまざまな人間が《点音》マークにいざなわ
れて白川公園の中を歩き回り、《点音》や他の彫
刻作品の状態、周辺の環境を定期的にチェッ
クすることにもつながっています。もちろん
参加者は毎回異なりますし、作品の保存にか
かわる技術的・専門的なケアは美術館や担当
部署が責任を持って行うべきですが、少しで
も多くの人の目で作品の動向を見守り、毎回
の小さな発見や変化、各自の感じ方を共有し
伝え続けていくことが、この作品を守ってい
く一つの方法かもしれないと感じています。
　今の生活環境がずっと同じ状態であり続け
る保障はどこにもないことを、私たちは最近
身をもって知ったばかりです。だからこそ本
当に大切な、守りたいものは何か、そのために
今何をしておくべきか。仮に形を留めておけ
なくなったとしても、別の方法でそれを守り、
伝え、遺すことが可能かどうかを日々具体的
に考え、点検し、行動することが必要になって
くるでしょう。それは個人の価値観だけでな
く、社会においてそれぞれが果たす役割につい
ても同じことです。改めて美術館は何をすべき
施設なのか、白川公園の散策を楽しみつつ《点
音》マークの上でじっと耳を澄ませる来館者
の姿を見守りながら、考え続けています。（3）

（参考図書）
「“おと”探検隊」を企画するにあたっては、以
下の書籍などを参考にしました。

柵を置く⑵

上村松園 《花嫁》 1935年 奈良ホテル蔵

・R.マリー.シェーファー・今田匡彦『音さがし
の本　リトル・サウンド・エデュケーション』
春秋社　1996年

・レイチェル・カーソン著／上遠恵子訳『センス・
オブ・ワンダー』新潮社　1996年

・展覧会カタログ『鈴木昭男　点音in和歌山
2005』和歌山県立近代美術館・田辺市立美術
館・熊野古道なかへち美術館　2005年

・展覧会カタログ『“ノイズレス”　鈴木昭男＋
ロルフ・ユリウス』京都国立近代美術館　2007年

・幸田文『台所のおと』講談社文庫　1995年



　今回は、庄司達さんの《白い布による空間》
です。庄司さんは、布による作品を制作してい
ますが、その中では布という素材が時にはピ
ンと張られることにより、また時には緩めら
れることにより、様々な表情を見せてくれま
す。私たちの生活にとって欠かせない素材で
ある布が作品として普段とは異なる存在感を
持ち始めることは、何か不思議な気がします。
　庄司さんは、布という素材との出会いにつ
いて、次のように記しています。

「故郷の名古屋に帰った私は、母校のデザイン
科の教師になった。ある日、校内の文房具店の
店先に積み重ねられているハンカチに目が引
きつけられてしまった。生徒がその一枚を指
でつまんでひらっとさせて買って行く光景に
非常な新鮮さを感じたのだ。積み重なってボ
リュームとなった、布の束の最上部の一枚が飛
び上って空間の中に融け込んで行くかのよう
に思えた。私は興奮した。授業が終るのももど
かしく、何十枚ものハンカチを手に入れて研究
室に閉じこもった。」（浮かぶ布−庄司達展［柔・
空間の散歩］（新潟市美術館）カタログより）
　さて、このように庄司さんの思い入れのこ
もった布という素材で作られた作品について、
観客の皆様はどんな感想をもたれたのでしょ
うか。₇月28日（土）〜₉月30日（日）に寄せら
れた感想から、いくつかご紹介しましょう。

　「しっかり固定しているわけではないのに、
一枚一枚が等間隔でつながれていて、とても
きれいでした。近くで見ると一枚ずつ離れて
いるけれど、少し遠くから見ると、一本の太
い柱のように見えました。小さな布が重なっ
て大きな作品になるように、少しの努力も積
み重ねれば、大きな力になると改めて教えら
れたような気がしました。白い枠の中に入っ
てはいるものの、ガラスの中ではなくて、す
ぐ近くまで顔を近づけて見ることができて良
かったです。」（Kさん　14歳）
　「人生のステージを表現しているように感
じました。光明（悟り）（迷いが無い状態）が₁
番上の光が当たっている布（その上の穴が開
いた布は天国）。誰もが₁番下（不安や迷い、
煩悩が大半を占める）の状態から出発し、上
のステージへ上がって行く。しかし、下の状
態でも、光は必ずあり、日常の中に、悟りの
要素が含まれている事を表しているように感
じました。」（？さん　？歳）
　「上から下へ流れる空間と時間を感じさせま
す。ブラックホール（上）→ホワイトホール（下）

で万物が吸
い込まれ新
たな時空
（宇宙）に生
まれ変わる
感覚を表し
ていると感
じました。」
（MLXさん
43歳）
　「一番上
の大きな白
い布から一

番下の大きな白い布、その間にある切り込み
につながる小さな白い布を見ていると、まる
で時間の流れのようだと思いました。人生に
は大きな出来事が多々あり、その間には小さ
な日常が流れています。もしあの作品にまだ
続きがあったのならば、大きな分岐点ともと
れたかもしれません。しかし、あの作品には
続きなど存在しない。つまり一番上の大きな
白い布が始まりで一番下の大きな布は終わり
を示しているのではないでしょうか。人生で
いえば、生と死という関係のように思えます。
実際あの₂枚の白い布は対になるような形に
なっていました。生から死へと向かう時の流
れ、人生を題材にしたのだろうと私は思いま
す。」（田中さん　18歳）
　「未来予想空間ですネ！あと、何百年何十
年の間の空と空気の空間。」（ウーマン
KAORUさん　48歳）
　「見た時も、そこを去る時も、ずっと心に
残っていたのは“不思議さと平安”でした。ど
うしてこんなにも、この作品を見て私の心に
平安がおとずれているのか不思議でたまりま
せんでした。」（かよさん　23歳）
　「全ての段に猫を乗せるべき。」（中村屋さん
29歳）
　「白い布が多次元の空間を表している様に見
えた。今のリアルな空間では重なり遭っている
360度以上の角度を、重なる多くの空間として
360度以上の空間を表している様に見えた。ま
た上からの光がその多次元への現実世界での
視点になっている様だ。」（ムシカゴさん　21歳）

　庄司さんは布を「宇宙と地球と私の力関係を
自己表現として見せてくれる」格好の素材と考
えている、と語っています。庄司さんが宇宙や
地球といった壮大なスケールでものを考えて
いらっしゃることがわかります。観客の皆様
の感想にも、人生のステージ、多次元の空間、
ブラックホールなど、スケールの大きいもの
が多くありましたね。庄司さんの考えと繋がる
ところがあるのではないでしょうか。（akko）

杉戸　洋（すぎと ひろし／1970−　）
　1970年名古屋市生まれ。₃歳から14歳まで
ニューヨークで過ごす。愛知県立芸術大学美
術学部美術科日本画専攻卒業。
　杉戸の描く作品は、具象をモチーフにしな
がら幾何学的な形態も多用し、日本画的とも
言えるような平面的な画面構成のものが多
い。日本画の顔料やアクリル絵の具など、画
材の種類にとらわれずに様々な種類の絵の具
を同時に使用した美しい色使いも魅力だ。杉
戸を有名にしたカーテン越しの空間が描かれ
た作品など舞台の書割のようにも見える彼の
作品は、絵画という虚構空間の中に広がる空
間世界の多層性と、具象的なモチーフが抽象
的な形態に溶け込んでいくように表されるこ
とで生まれるイメージの多重性によって、夢
の世界のように私たちの心の世界につなが
り、見る人それぞれの遠い昔の記憶を呼び起
こすような感覚に陥らせる。
　杉戸の作品では、動物と人間が融合したよ
うな不思議な生き物が、アニマル・マンとい
うモチーフとして時々登場する。《Elephant 

（p.p）》では、エレファントが目にしている世
界が《Red Eye》に画面化さ
れ、その視点の転換の仕方は、
大宇宙と小宇宙の連関も思い
起こすが、エレファントが向
ける視線と対面する私たち
は、杉戸の絵画世界ではその
視線の先の私たちが存在して
いる場所にも絵画の中の虚構
空間が続いていくことを知ら

される。見ていると、実際に私たちが見てい
る世界の中に当たり前に絵画の虚構空間が存
在しているような不思議な感覚になる。
　最近では、絵の中の世界が現実世界に続い
ているかのように、画面の中のモチーフを立
体作品にしたり、シンプルなすっきりとした
画面に古い巨匠の作品につけられるようなご
てごての額をつけたり、作品をアトリエで作
業をしている状態のように置いたり、卓越し
た空間把握に支えられた独特の作品の見せ方
は、絵画世界につながっていくようでもあり、
その誰にも真似できない空間は空間そのもの
がインスタレーション作品となっている。建
築家青木淳とのコラボレーションを手がける
など、ますます活動の広がりが期待される。
来年開催されるあいちトリエンナーレ2013で
は、どのような作品世界を見せてくれるのか、
とても楽しみである。（hina）
　

日高 長太郎（ひだか ちょうたろう／1883−1926）
　1921（大正10）年₆月、大阪で初めて開催さ
れた東京写真研究会主催の「第十一回研展」で
は、〈愛友写真倶楽部〉の五名（榊原青葉、松
浦幸陽、益子愛太郎、日高長太郎、大橋松太
郎）が二等賞七点の内六点までを占め、その
展覧は、「研展ゴムブロックの絢爛たる重圧
感」、「〈愛友〉猛者連のゴム半切が物凄いばか
り重砲列」とまで称された。前年来、様々な
懸賞写真に上位入選を果たし、「旭日昇天の
愛知組の進出恐るべきものが現出し」たとま
で評された〈愛友写真倶楽部〉は、創設十年に
して「研展」の、さらに言えば日本のピクトリ
アリズム（絵画主義的）写真の“時代表現”を確
立するに至った。“愛友のゴム”とまで称され
たその表現技法を強く推進したのが、日高長
太郎（1883−1926）であった。
　愛知県知多郡緒川の素封家に生まれ、書画
骨董に囲まれ、幼い頃より漢文書籍を学んで
きた日高長太郎の作品には、山水画的な画趣
から、表現主体が確立され、写実的な風景画へ
と展開する軌跡が確認できる。例えば、《山岳
の雨》に対しては、「“神秘的な深山の美と、大
観的な壮美感”とを新しき傾向として開拓」し
たものとして、また「“山岳写真の完成者”の君
一代の傑作と称すべき」作品として、発表当時
から高い評価を受け、言わば日本のピクトリ
アリズムの最高傑作に挙げられたものであっ

た。撮影に同行した盟友・大橋松太郎は日高
の撮影状況について次のように回想している。
　「上高地に行った時に雨に降られ雪に出会
い、清水屋で三泊も滞在した。《山岳の雨》は
清水屋の二階から前方煙雨にかすむ六百山の
雄姿を撮られたもので、眞に自然に再現させ
た雄大な気分の漲るよい作品でありました。」
日高は自身の撮影手法について次のように述
べていた。
　「他郷に旅してその土地の情味と自然の変
化とは一層の興趣を唆るものだ。私は宿に泊
まる毎にその楼上から微妙の変化を眺むるを
楽しみとします。感興到らば即ち寫すのであ
ります。」
　撮影旅行に出掛け、宿舎の二階から風景を
眺める日高の姿には、どこか江戸後期の学者
詩人たちが遊んだ「山水観照の作法」を彷彿と
させる。生活世界とはかけ離れた“白雲青山”
の境位に対して、“潜思黙想”を介して自然の
機微に「感興到らば即ち寫す」こと、それこそ
が日高の「風景享受の作法」であった。（J.T.）
　

あなたも協力会の会員になって、
ミニツアーに参加してみませんか？

  名古屋市美術館の協力会では、毎年、春と
秋に美術ツアーを実施しています。春は日帰
りのバス旅行、秋は₁泊₂日の旅行（電車・
バスの併用）が恒例になっています。
　今年（2012年）の春は、京都国立博物館で「王
朝文化の華　陽明文庫名宝展」を鑑賞して、京
料理の「手をけ弁当」の名店で昼食を取った後、
京都国立近代美術館で「すべての僕が沸騰する
−村山知義の宇宙−展」を観覧して、最後は重
森三鈴庭園美術館を見学するという、とても盛
り沢山な内容のツアーでした。この秋には、瀬
戸内方面（直島の李禹煥美術館、犬島アート
プロジェクト「精錬所」、大三島美術館と大山
祇神社・宝物館など）の周遊を予定しています。
　最近では、この春秋の美術ツアーとは別に、
近隣の美術館で開催されている展覧会を見学
するミニツアーも積極的に実施しています。
現地集合・解散で、美術館（展覧会）を訪問し
て、学芸員の解説を聞いた後に、団体で見学
するというお手軽なツアーです。
　昨年（2011年）は、₆月に豊田市美術館の

「フェルメール《地理学者》とオランダ・フラ

ンドル絵画展」、10月に碧南市藤井達吉現代
美術館の「抱きしめたい！近代日本の木彫
展」、12月に愛知県美術館の「生誕100年ジャ
クソン・ポロック展」を、今年（2012年）に入っ
てからは、₇月に名古屋ボストン美術館の

「日本美術の至宝展」、同じく₇月に愛知県美
術館の「マックス・エルンスト　フィギュア
×スケープ展」、₈月には名古屋市博物館の

「マリー・アントワネット物語展」を訪れまし
た。協力会の事務局から訪問先の美術館へ事
前に依頼することで、特別な鑑賞ができると、
会員の皆さんにはとても好評で、毎回20〜50
名程度が参加しています。
　今後の予定としては、名古屋市博物館の「芭
蕉−広がる世界、深まる心−展」や「古事記
1300年　大須観音展」、豊田市美術館の「青木
野枝│ふりそそぐものたち」、愛知県美術館
の「ウィーン1903年　クリムト『黄金の騎士』
をめぐる物語展」や「応挙展」、徳川美術館の

「ひなまつり展」などを計画しています。
　これまでのミニツアーの参加者の方から投
稿された楽しい報告や今後の実施予定の案内
については、名古屋市美術館のHP（http://
www.art-museum.city.nagoya.jp）の な か
に、「名古屋市美術館協力会ブログ」のページ
がありますので、ご覧ください。
　あなたも協力会の会員になって、美術ファ
ンの仲間とともに、美術ツアーやミニツアー
に参加してみませんか。（sy）

杉戸洋《Red Eye》2000年 杉戸洋《Elephant（p.p）》2000年日高長太郎《山岳の雨》1918（大正₇）年

庄司達《白い布による空間’68-6》
1968年（2003年再制作）

■特別展「青木野枝│ふりそそぐものたち」
今日の日本を代表する彫刻家・青木野枝の創
作世界を、豊田市美術館との₂館開催により、
版画などとともに新作を含めた彫刻作品で大
規模に紹介します。
会期：
[名古屋市美術館]10月20日㈯〜12月16日㈰
[豊田市美術館]10月13日㈯〜12月24日（月･祝）
料金：
[₂館セット券]一般1,800円・高大生1,300円
[₁館券]　　　一般1,100円・高大生800円
※いずれも中学生以下無料
{関連催事}
解説会
日時：12月₈日㈯午後₂時〜₃時30分
講師：角田美奈子（名古屋市美術館学芸員）
場所：₂F講堂・無料・先着180名
ボランティアによるギャラリートーク
日時：12月₄日㈫、₆日㈭、₉日㈰、12日㈬、

13日㈭、15日㈯午前10時30分〜と午後
₁時30分〜（約₁時間）

　　　※特別展観覧券が必要です。
　　　※都合により休止する場合があります。
■常設展 名品コレクション展Ⅲ
約5,000点のコレクションの中から、テーマに
沿って展示しています。毎日、午前11時と午後
₂時から実施するボランティアによるギャラ
リートークとあわせてお楽しみください。
会期：10月13日㈯〜₁月₆日㈰
エコール・ド・パリ：「筆触（タッチ）と絵肌（マ
チエール）」、メキシコ・ルネサンス：「フリー
ダ・カーロとディエゴ・リベラ」、現代の美術：

「物語る絵画」、郷土の美術：「戦後の抽象彫刻」
■名古屋市美術館開館25周年記念
　「上村松園展」
美人画の歴史に残る数々の傑作を世に送り出
し、女性初の文化勲章を受章した上村松園。
その清らかで格調高い美の世界をご堪能くだ
さい。
会期：₄月20日㈯〜₆月₂日㈰　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
休館日は月曜（祝休日の場合は翌日）、12月29日㈯〜₁月
₃日㈭です。また、館内空調工事のため、₁月₇日㈪〜₃
月15日㈮まで臨時休館させていただきます。ご迷惑をお
かけいたしますが、ご理解とご協力をよろしくお願いい
たします。詳しくは HP http://www.art-museum.city.
nagoya.jpをご覧ください（ナ）



『ああ、誰がシャガールを理解した
でしょうか？
二つの世界間を生き延びたイディッシュ文化の末裔』

圀府寺司 編　　　　　　　　　　
圀府寺司、樋上千寿、和田恵庭 著

　シャガールという芸術家
のイメージが、ここ数年の
うちに大きく変わりつつあ
ります。シャガールの絵画
に隠された（大多数の人が
理解する手がかりを持たな
かった）一面、端的に言えば
東欧ユダヤ文化という着想
源についての理解が、次第に深まってきたか
らです。ユダヤ人という出自に注目して、シャ
ガールの絵画を見直そうという海外の研究は、

『シャガール 《アレコ》とアメリカ亡命時代』
展（2006年）などのカタログでしばしば紹介さ
れてきました。ただ日本語で読もうとすれば、
こうしたカタログの小論文や、作品解説の中に

断片的に登場するキーフレーズを集めていく
しかなかったので、本書のように、新たなシャ
ガール観をまとまった形で紹介する単行本の
出版は待望されていたと言ってよいでしょう。
　「イディッシュ語」は東欧ユダヤ人の日常言
語であり、シャガールの母語でした。イディッ
シュ文化圏はおおむね厳格なユダヤ教とは異
なる信仰形態をもち、音楽や踊りが通過儀礼や
生活に密着しており、また独自の文学やイディ
オム（慣用表現）をもっていました。シャガール
の絵画にはヴァイオリン弾きが頻繁に登場し
ますが、音楽による魂の昂揚が信仰と結びつ
いていること、厳密にはヴァイオリンとわず
かに異なるフィドルという楽器が使われてい
ること、靴屋の屋根の上で演奏するという不
可解な状況が、単なる画家の妄想でないこと
など、本書は興味深い見解にあふれています。
  「二つの世界」とは、ユダヤ教とキリスト教
の世界であり、また社会主義と資本主義の世
界でもあります。シャガールは対立する世界
の間をうまく生き延びなければならなかった
のであり、なぜ幻想的（に見える）世界を描き
続けたのか、なぜ《ゲルニカ》のように力強い
主張をもった絵画を描くことができなかった
のかが、明らかになっていきます。(nori)

若き弦楽四重奏団の競演

　第₁回宗次ホール
　　弦楽四重奏コンクール

2012年₉月22日㈯
宗次ホール　　　

　ヨーロッパを旅行するといつも感じるの
が、どの街もヒューマン・スケール（人間の
尺度）で出来ているということです。
　古い聖堂や教会のある広場を中心にして、
市庁舎や組合会館などの行政施設が集まって
いて、放射状に伸びる街路に沿って、美術館、
博物館、オペラ劇場、コンサート・ホール、
演劇スタジオ、映画館、図書館などの文化施
設が建っています。ほとんどの施設は、少し
歩くか、バスや路面電車に乗れば行ける距離
にあって、その街に暮らす人々にとっては、
文化・芸術が身近な日常であることを実感し
ます。
　その街の中央駅に到着したときに、観光案
内所を訪ねれば、季節にもよりますが、ほと
んど毎日、何らかのコンサートが開催されて
いますので、旅人でも当日券で手軽に音楽を
楽しむことができます。大きなコンサート・
ホールから小さな室内楽ホールまであって、
聖堂や教会が特設の会場になったりします。

　名古屋にも、愛知県芸術劇場や名古屋市民
会館をはじめ、伏見のしらかわホールや電気
文化会館ホール、栄の宗次ホールなどの素晴ら
しい音楽ホールが揃っています。その街の文
化レベルを象徴するのが音楽ホールとするな
らば、名古屋は音楽に恵まれた街と言えます。
　そのなかで2007年に開館したばかりの宗次
ホールが若い音楽家のためのコンクールを主
催しました。クラシック音楽のなかでもマニ
アックで地味な分野である「弦楽四重奏」を採
用したのは画期的でした。ヴァイオリン、ヴィ
オラ、チェロという同属の弦楽器（₄本）だけ
による演奏は、均質な音色のなかで融合する
多彩な表現を探究した究極の器楽合奏とし
て、クラシック音楽の真髄を堪能できるもの
でありながら、一般的な人気があまりないか
らです。
　コンクールの前日と前々日に実施された公
開マスタークラスの様子もときどき覗いた上
で、当日の午後₁時から₇時過ぎまで、全₈
団体の弦楽四重奏を聴き通して、音楽を創造
することの難しさや楽しさ、喜びや苦しみを
感じるとともに、熱い情熱を持って弦楽四重
奏に取り組む若き音楽家たちの将来への可能
性の大きさや広がりに希望を抱きました。優
勝したクァルテット・アトムの活躍を期待し
ています。
　また、名古屋には芸術大学もたくさんあり
ますが、芸術家を目指す学生たち（音楽だけ
でなく美術も）を応援していくことに、美術
館も取り組んでいければと思いました。（sy）

古紙パルプを含む再生紙を使用しています。

リアル・ジャパネスク
世界の中の日本現代美術
　この地域で活動している作家が活躍してい
るのを見ると、こちらの勝手ではあるが少し誇
らしい気持ちになる。この展覧会は日本の現代
美術の現況に切り込もうと「欧米美術の模倣、
日本美術への回帰、あるいはショーアップした
展示への依存など、近年よく見かける方法とは
距離をとった」1970年代以降に生まれた作家が
選ばれているということだったが、現代的な感
覚で知的なコンセプトをもとに地道な作品づ
くりをしている作家が紹介されている印象で
あった。その中に名古屋に拠点を置く「放課後
のはらっぱ」展に出品した佐藤克久が参加し
ていた。彼の作品は「見ること」や「作ること」
に関連し、思慮されたコンセプトに基づく「知
的な遊戯」と言えようか。コンセプチュアル
ではあるが気難しくなく、詩的なユーモアが
込められ、見た目も愛らしいのが魅力である。
　その佐藤は近年「絵画」をテーマにした作品
を発表している。この展覧会にも出品してい
た切り抜いたキャンヴァスに彩色し、立体と
して空間に設置する「カットアウト」シリーズ
は、絵を構成する形や色という造形要素がま
るで画面から飛び出てきたようで、絵画につ
いて考えを向かせる作品として興味深い。今

回の展示は、絵画作品とともにひとつひとつ
を丁寧に見せていたこともあって、造形要素
から像や印象が立ち上がる「絵画的感覚」をよ
りリアルに認識させられた。
　正直言うと、この展覧会に出品されていた
ような現代の知的な作品群は多様で、見るほ
うのアンテナも簡単にチャンネルを合わせら
れるものばかりではない。ただ、それぞれの
作品を理解することとは別に、私自身が同世
代を生きる人間だと感じさせられるもので
あった。様々な意味で華々しかった少し上の
世代との距離感や、欧米受容からの離脱、美術
界を含めた社会のある種の行き詰まり感、そ
ういった中から生まれる作品が、現実に即し
ながらもどこか芸術至上主義的な方向に向か
うことに共感できる。イメージから立ち上が
る感覚を視覚化する佐藤の作品がここに位置
づけられることで、イメージに溢れる現代に
肉薄したものでもあると理解できた。（hina）
　

2012年₇月10日㈫〜₉月30日㈰
国立国際美術館

京の画塾細見
　―京都市美術館コレクション展
　　第２期

　野花が咲き、小さな蝶々が舞う草原で、天
空に向かって弓を引く若い女性。花の図案が
あしらわれたワンピースを身に纏い、矢を引
く右手に皮の手袋を着ける一方で、左手には
腕時計がはめられている。黄色と深紅のコン
トラストが画面を引き締め、さらには、襟元、
白いストッキングに青いパンプス、ウェーブ
された髪とほんのりと挿された口紅、そして
涼しげな目元が、モデルと描いた画家自身の
品の良さを醸し出す。その端麗な容姿を見せ
ながらも、力強く弓を引き反り返る上半身の
動きまでが、誇張されることなく、だが適確
に表現されている。チラシの表を飾る丹羽阿
樹子（1900−1988）《遠矢》1935（昭和10）年の実
作品が見たく、“矢も盾もたまらず”京都まで
出かけた。
　岡崎公園にある京都市美術館は、1933（昭
和₈）年に竣工され、堂々たる外観“帝冠様式”
を誇る。設立・開館以来八十年に亘る「収集」
の一端を見せる展覧会『京の画塾細見』は、戦
前までの日本画作品およそ100点によって、
近代「京都画壇」の成立と系譜、その精華を一
堂の下に見せる画期的なものであった。同時
代の洋画が西洋近代の絵画様式の受容に明け
暮れ、美術学校と〈日本美術院〉を求心的存在
として故事や歴史に基づく構想画を展開した
東京の日本画壇の趨勢とは一線を画し、京都
の画塾では社会や世相との同時代性を意識し
た優れた主宰者の下で、若き画家たちが、歴
史性や社会性、さらには、“デカダン”な表現
による耽美性にまで、自由にその画想を展開

したことを知らしめる。
　展覧会期中の毎週土曜日にはギャラリー・
トーク、毎週日曜日には講演会が行われた。

「なぜ京都画壇は誕生したのか」「なぜ上村松
園は美人画家となったのか」「なぜ京都の名所
絵は描かれなくなったのか」等々、と題した
連続十四回にも及ぶその講演会には毎週通い
続けたい“衝動”に駆られた。
　かつて、東京の区立美術館において、戦前
の前衛美術について詳細な作品調査を行い、
同美術館のコレクションはもとより、日本近
代美術史研究の進展に大きく寄与した学芸員
が、その最後の一年で見せた展示と講座は、
歴史的事実を踏まえ、社会学的な考察をも試
み、なおかつ作品の魅力を語る、正しく期待
以上の“好演”であった。（J.T.）

2012年₈月25日㈯〜11月25日㈰
京都市美術館

象徴派　夢幻美の使徒たち
　－世紀末芸術の巨匠たち展
　「象徴派」の画家というと、誰もが思い浮かべ
るのは、フランスのギュスターヴ・モローや
オディロン・ルドン、ベルギーのフェルナン・
クノップフやオランダのヤン・トーロップ、
ドイツのマックス・クリンガーやノルウェー
のエドゥアルド・ムンク、あるいはイギリス
のラファエル前派やオーブリー・ビアズリー
などでしょうか。オーストリアのグスタフ・

クリムト
の名前を
挙げる人
もいるか
もしれま
せん。
　フラン
ス に「印
象 派」が
登場した
頃、近代
社会の本
流であっ
た視覚優
先の芸術
に 対 し

て、世紀末という時代を反映した「象徴派」は
人間の心の奥に秘められた魂や眼には見えな
い観念に形象を与えようとしました。陽光に
溢れた外的な世界の写実的な描写ではなく、
陰翳に彩られた内的な世界を象徴的に表現し
たのです。
　この「象徴派」を真正面から全面的に紹介し
ようという挑戦的な試みが、この展覧会です。

「象徴派」の画家たち（関連作家も含めて51名）
の総計219点（ただし展示替え有り）の出品作
品は、岐阜県美術館の展示室を埋め尽くして、
すべての作品をじっくり観覧すると疲れ果て
るほどでした。
　私たち学芸員には、職業柄として、悲しいか
な、優れた作品を鑑賞するだけでなく、出品作
品の所蔵先をキャプションで確認する「習性」
があるのですが、驚くことに、本展の場合には、
すべての出品作品が日本の美術館のコレク
ションでした。その中心となっているのが、
ルーヴル美術館とも対等に渡りあえるルド
ン・コレクションを誇る岐阜県美術館と日本
有数のベルギー近代美術のコレクションを有
する姫路市立美術館でした。すなわち、この展
覧会を巡回開催する岐阜県美術館、姫路市立
美術館、新潟県立近代美術館の₃館をはじめ
とした日本の美術館のコレクションを総動員
することによって、これだけの充実した内容
の「象徴派」展が実現できたのです。
　まさに素晴らしいコレクションこそが、美術
館の力であることを証明した展覧会でした。（sy）

2012年₇月13日㈮〜₈月26日㈰
岐阜県美術館

執筆者／深谷克典（F）、山田諭（sy）、中野毅（ナ）、竹葉丈（J.T.）、角田美奈子（み。）、原沢暁子（akko）、笠木日南子（hina）、清家三智（3）、保崎裕徳（nori）
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【編集後記】
　暑さが落ち着いたと思ったのもつかの間、朝晩の冷え込みが
急に厳しくなってきました。秋は行事も多くて長く楽しめる季
節だったのは昔の話？最近は長い夏と冬の合間に、短い春と秋
がある感じです。
　この季節に欠かさずしているのが、インフルエンザの予防接
種です。効果に対する疑問の声も聞かれますが、不特定多数の
方を迎える施設で働く身として、出来る予防対策は自己責任で
取っておくという考えです。物心つく前から通っている馴染み
の内科医院で診てもらうのですが、美術に造詣の深いお医者さ
んで「今は何の展覧会をしてるんだ？」とか「こないだ○○で美
術館に行ってな…」とか、診療もそこそこに美術談義が始まり
ます。幼心にとても厳しかった先生の話し相手を自分がしてい
ることに不思議な感じもしますが、短くも楽しいひと時です。
今年もそろそろ打ちに行かねば…。寒さが本格化するのはまだ
これから、皆さんもどうぞご自愛ください。（3）

撮影者：福永一夫

オディロン・ルドン《眼をとじて》
1900年以降（岐阜県美術館蔵）

『京の画塾細見―京都市美術館コレクション展　第2期』
展覧会チラシ


